














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第13回 7月13日 個別相談 提出締め切り：7月15日
第14回 7月20日 作品の合評会 書き直し提出：7月23日
●質問等は、s-tanuma@tmu.ac.jpにお願いします。










































































































セミナー 個別相談 個別相談 個別相談中間発表 最終発表会
最終作品提出
社会人類学演習 II前期　― 初の試みとしてのインタビュー作品集 61
⑥ 作品化の技法（第5回、第6回の授業内容参照）を用いて、作品を作る（字数2000字）。
⑦ 作品化においては、場所や人物があまり特定できないようにする（しかし、場合
による）。
（5）作品化のヒント
①何かしら「発見」と感じられるものに注目し、クリシェ（決まり文句）に頼らず言
語化する
②第三者がわかるように背景説明と用語を平易なものにする
③うまく整理できないときは、ポストイットにキーワードを書き出して空間で考え
る
④どうしても削れない、と思っても「長いなー」と思った人のインタビューを思い
起こす
⑤声に出して読む
⑥人に読んでもらう
最終作品提出先：田沼幸子：s-tanuma@tmu.ac.jp
社会人類学演習 II前期　― 初の試みとしてのインタビュー作品集62
資料5　
課題　「社会人類学演習Ⅱ」レポート　
聞き取り調査を行った内容に基づいて、民族誌的（ethnographic）レポートを書きなさ
い。
観点
素晴らしい！
（2ポイント）
よし！（１ポイント） 残念・・・（０ポイント）
①状況の記述 どのような状況で相手
に話を聞いたかが、情
景が目に浮かぶように
感じられる
どのような心境で相手
に話を聞いたかが、感
じられる
どういう状況で話を聞
いたのかが書かれてい
ない。ないし、伝わっ
てこない
② 相手の言葉
の引用の仕
方
相手が使った言葉（現
地語）や語り口が、レ
ポートのテーマと合う
形で効果的に（説得力
のある形で）引用され
ている。
相手が使った言葉や語
りを引用している
相手の言葉を十分に引
用しておらず、語り口
が伝わってこない
③ 自分の意
見・発見
調査したことによって
新たに気づいたこと
を、考え抜かれた適切
な言葉で表現している
調査したことによって
感じたことを、一般的
な（常識的な）言葉で
表現している
調査したことによって
新たに気づいたり感じ
たりしたことが、特に
ない（表現できてない）
④ 聞き取りの
深さ
筆者のみならず、他の
受講者も初めて聞く内
容を、深く聞き取れて
いる
筆者にとっては新しい
内容を、聞き取れてい
る
筆者にもあまり目新し
くない内容で、聞き取
りが表面的である
⑤ 文章構成 
（×1/2）
文章は論理的な順序で
記述され、読者は内容
を容易に理解すること
ができる
文章は論理的な順序で
記述されていないとこ
ろがあり、内容を理解
しにくいところがある
論理的な順序で組み立
てられていないので、
読者はその内容を理解
できない
⑥ 日本語 
（×1/2）
日本語の文章を書く上
での誤り（漢字、改行、
一行目は一字空けるな
ど）がない
日本語の文章を書く上
での誤りは５個以内で
ある
日本語の文章を書く上
での誤りが５個以上あ
る
（2000字以内、メール：s-tanuma@tmu.ac.jpに提出。締め切り：7月15日）
